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Take Aways!
l 開放性が⾼い個⼈は創造的、⾰新的活動で⾃分の強みを活かす︕
l anyにはイノベーティブな⼈材が集まっている︕
l anyの特徴は、創造的で活発だが、同時に協調的な個⼈が多いこと︕
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はじめに

! = #(%, ')という式を⾒たことがあるだろ

うか。これは、「社会⼼理学の⽗」とも呼

ばれることのあるクルト・レヴィンが遺し

た定式であるⅰ。⼈間の⾏動（Behavior）

は、性格（Personality）と環境

（Environment）に規定されるとするこの

定式からは、多様な議論を展開することが

可能であろう。

現に、⾃らが属する環境や、⾃らの性格に

対する私達の関⼼はいつも⾼い。世の中で

は様々な性格診断が流⾏っており、私達は

何らかの問題に直⾯するとしばしば環境を

変えることでそれを解決できると考える。

今回特に性格特性に着⽬した議論を展開す

るが、例えば16 Personalities（16パーソ

ナリティ; MBTI）が⽇本では度々利⽤され

ており、⾃分がやるべきことやできること

を明確にし不確実性を減らすことや、有名

⼈や多くの⼈が使っているという話題性の

ため、流⾏しているとも考えられる。もっ

とも、性格に基いても、環境に基いても、

インターネットなどに散⾒される多くのア

ドバイスや指針は必ずしも根拠のあるもの

とはなっていない。

このような関⼼に基づいて、⼼躍る多様な

診断や議論に思考を巡らせる前に⽴ち⽌

まって考えなければならないのが、そもそ

も性格とは何であるかということである。

私達が⽇常⽣活で性格と呼ぶものは、しば

しば⾏動や思考の傾向を⽣み出す原因のこ

とである。「よく話す傾向にある」「物事

をネガティブに考える傾向がある」という

ような傾向を発⾒し、その傾向を⽣み出し

ているのが性格と考えることが多いのでは

ないだろうか。つまり、⾏動や思考から

遡って、性格というものを逆算しているの

である。

これを踏まえれば、性格は個⼈に宿ってい

るが物理的な形をもたない1「原因」の集

合のようなものではないだろうか。そして

形をもたないため、性格を「⾒る」には可

視化する装置が必要とされる。この装置が

⽇常においては⾏動や思考パターン、ある

いは外⾒の傾向であり、⼼理学研究では性

格尺度となる。

1 ニューロサイエンス等の発展より、ある意味では物理的形のあるものとなるとして認識されるようになるかもしれないが。
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私達はこのような装置を通じてしか性格を

⾒ることができないため、性格を可視化す

る装置そのものが性格の構造を決定づけて

いる。つまり、外⾒ベースで性格を可視化

しようとすれば、性格に含まれるのは外⾒

から推測できる特性に限定され、⾔動から

可視化しようとしても「この⼈はネガティ

ブなのか、ポジティブなのか」というよう

に⾔動を分析すれば、性格というものはネ

ガティブなものとポジティブなものに分類

できるという構造を想定することとなる。

このように性格を可視化する装置は、ごく

⾝近に多数存在するが、その装置の精度は

⼤きなバラツキがある。例えば、外⾒を装

置として性格を考えても多くは理解できず、

理解したつもりになったとしても、そこに

は⼤きなバイアスが存在するだろう。

以上の議論を踏まえて、どのような装置を

使うのが適切かをよく検討し、後に説明す

るビッグ・ファイブ・モデルを⽤いること

とした。既存の⼼理学研究でその信頼性や

妥当性がよく検討されているためである。

また、多くの研究において尺度として⽤い

られるため、多様な既存研究と関連付けて

議論ができることもビッグ・ファイブ・モ

デルを⽤いる理由であるⅱ。多様な議論の

中でも、多くの企業がイノベーションを引

き起こせる個⼈を希求している現状を踏ま

え、ここでは特に個⼈の創造性やイノベー

ティブネスなどに着⽬する。

以下では、ビッグ・ファイブ・モデルの概

要を説明し、anyに集まっている個⼈がど

のような性格特性を有しているかのデータ

を提⽰し、その性格特性を有していること

が創造性やイノベーティブネスと⾔う観点

で何を意味しているかを議論する。
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性格の測定

ビッグ・ファイブ・モデルでは性格を5つ

の次元から捉える。第⼀に外向性であり、

積極的（assertive）、エネルギッシュ、そ

して社交的な⾏動に特徴づけられる。第⼆

に協調性であり、共感し気遣うような⾏動

に特徴づけられる。第三に誠実性であり、

責任感や計画性、勤勉性に特徴づけられる。

第四に神経症傾向であり、感情の不安定性

や怒りっぽさに特徴づけられる。第五に開

放性であり、好奇⼼や探究⼼に特徴づけら

れる。

ビッグ・ファイブ・モデルというレンズを

通じて可視化する性格は、組織や個⼈に

とって重要な情報である。実際に、ビッ

グ・ファイブ・モデルの既存研究は、多様

な変数と性格の関係性について⽰唆をもた

らしてきた。例えば、⼀⾒組織の環境に⼤

きく依存するとも考えられる従業員満⾜度

さえ、感情安定性と外向性、場合によって

は誠実性に⼀定の影響を受ける可能性があ

ると指摘されているⅳ。他にも、モチベー

ションに誠実性が正の影響を及ぼし、神経

症傾向が負の影響を及ぼすことも⽰されて

いるⅴ。

このような研究の中でも、本レポートでは

ビッグ・ファイブ・モデルと個⼈の⾰新性

（具体的には創造性、イノベーティブネス、

企業家的特性2）に⽬を向けて既存研究の

知⾒の⼀部を整理する。

そもそも性格とは何であるのか。アメリカ

⼼理学界の定義にのっとれば、性格

（Personality）とは以下のように定義され

ている。

“the enduring configuration of 

characteristics and behavior that 

comprises an individualʼs unique 

adjustment to life, including major 

traits, interests, drives, values, self-
concept, abilities, and emotional 

patterns.”
―American Psychology Associationⅲ

“個々⼈独⾃の特性、興味、動機、価値
観、⾃⼰像、能⼒、感情の傾向を左右す

る、持続的に個⼈に内在する⾏動と特徴の

構成物”
―American Psychology Association、筆
者意訳

性格を測定する⼿段には⼼理学研究で⽤い

られるものも、インターネット上にあるエ

ンターテイメントなどのためのものも、多

くのものが存在する。ここでは、前述の通

り、ビッグ・ファイブ・モデルを⽤いる。

2 起業家ではなく企業家としているのは、Entrepreneurという⾔葉が必ずしも法⼈を設⽴した個⼈のみを指すのではないことを踏まえ、「起こす」ではなく「企
む」を意味する企業家という訳語を当てている。この議論は「⼀橋⼤学イノベーション研究センター. （2017）. イノベーション・マネジメント⼊⾨（第2版）. ⽇
経BPマーケティング」を参照されたい。
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分析結果

測定結果

any登録者のビッグ・ファイブを計測し、
既存研究における数値と⽐較することで、
any登録者と⽇本の⼤学⽣⼀般、そして前
年代を含む⽇本⼈⼀般ⅷとを⽐較している。
図から分かる通り、any登録者は開放性
（好奇⼼や探究⼼が特徴）が著しく⾼く、
外向性（活発性や社交性が特徴緒）と協調
性（共感や気遣いが特徴）もある程度他よ
りも⾼い。なお、神経症傾向が低いのは、
感情の安定性が⾼いことを意味する。そし
て、誠実性（計画性や責任感が特徴）が⽇
本⼈⼀般より低いのは、年齢が⾼まるにつ
れ誠実性が⾼まることが原因だと考えられ、
それでもなお⼤学⽣⼀般より⾼い誠実性が
⾒られる。

測定尺度

ビッグ・ファイブ・モデルの5つの次元を
計測する⼿段は数多く存在するが、本稿で
は回答負担による回答の忠実度低下の影響
を考慮し、⼩塩, 阿部, & カトローニ
（2012）ⅵの10の質問項⽬でビッグ・
ファイブを計測するTIPI-Jを⽤いる。これ
は、Gosling, Rentfrow, & Swann
（2003）ⅶによって開発された10の質問
項⽬から構成されるTIPIを⽇本語の訳した
者であり、⼩塩, 阿部, & カトローニ
（2012）はその信頼性や妥当性を統計的
に検討し、当然ながら完璧ではないもの
の、⼀定の信頼性や妥当性を有していると
結論づけている。

0

4

8

12

外向性 協調性 誠実性 神経症傾向 開放性

図表 ビッグファイブ・パーソナリティ（14点満点）︓any登録者とその他の⽐較
■ any 登録者 ■ ⽇本の⼤学⽣⼀般（⼩塩,阿部 & カトローニ, 2012） ■ ⽇本⼈⼀般
（鷹坂 & ⼭⽥, 2019）
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この結果は私たちに何を
教えてくれるのか

この研究では、先⾏研究のメタ分析、つま
り既存研究の発⾒事実を総合し定量的に分
析することで先⾏研究からどのようなこと
が⾔えるかの検討を通じて、ビッグ・ファ
イブが起業意図や起業パフォーマンスにい
かなる影響を及ぼすかを検証している。な
お、ここで⾔う起業意図とは、表明された
起業家になる意図を指し、起業パフォーマ
ンスは設⽴された企業の成⻑や⽣存を指
す。分析の結果、起業意図に関して、ビッ
グ・ファイブと同時に検証されていたリス
クを取る傾向を⽰す性格特性（Risk 
Propensity）が最も⼤きな影響を及ぼすと
結論づけられたものの、ビッグ・ファイブ
の中では開放性が最も⼤きな影響を及ぼす
ことが⽰された。また、起業パフォーマン
スに関しては、リスクを取る傾向も含めた
としても、開放性が最も⼤きな影響を及ぼ
すことが発⾒された。そのため、any登録
者には起業意図が⾼い個⼈、さらにパ
フォーマンスの⾼い起業を実現する能⼒を
有している個⼈が多いことがわかるだろ
う。

さて、開放性が著しく⾼い個⼈や、外向性
と協調性がある程度⾼い個⼈がいることは
何を意味するのだろうか。以下では、この
特性の⽰唆を検討する。
まず、開放性が創造性（Creativity）にお
いて重要であることは、既存研究で幾度と
なく指摘されてきたことである。例えば、
Silvia, Nusbaum, Berg, Martin, & 
OʼConnor（2009）ⅸは、開放性が創造性
にとって重要であることを定量的に検証し
ている。また、 Tan, Lau, Kung, & 
Kailsan（2016）ⅹは、開放性が創造性に
寄与するメカニズムをより詳細に検討して
いる。その結果、開放性が個⼈の内発的動
機付けに正の影響を及ぼし、その内発的動
機付けが転じて創造性を⾼めるというメカ
ニズムを⽰している。以上より、開放性が
⾼い個⼈が多いanyには創造的な個⼈が集
まっている可能性が⾼いことが分かるだろ
う。

次に、開放性は起業意図
（Entrepreneurial Intention）や起業パ
フォーマンス（Entrepreneurial 
Performance）にも影響を及ぼすとされて
いる。Zhao, Seibert, & Lumpkin
（2010）ⅺは、経営学領域のおける主要な
ジャーナルの⼀つであるJournal of 
Management （JOM）に⽰唆深い研究を
投稿している。
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最後に、個⼈のイノベーティブネスに関し
ても、開放性や外向性は重要な特性である
と考えられる。イノベーティブネスは「イ

ノベーションを取り⼊れるのが他者と⽐較
してどれほど早いか」として定義でき
（Rogers & Shoemaker, 1971）ⅻ、顧客
として新しい事柄を利⽤し始めることだけ
でなく、組織において外部の知識を探索す

る傾向と関連させて議論されているxiii。Ali
（2019） xivはイノベーティブネスをより
⼀般的に、新しいアイディアや発明、物事
の⾏い⽅にいかに個⼈が反応するか、そし
ていかに挑戦を受け⼊れ、独⾃のアイディ

アを⽣成し、状況に応じた柔軟な対応を⾏
う傾向に関連する特性として定義した上で
ビッグ・ファイブとの関係性を検証してい
る。検証の結果、ビッグ・ファイブの中
で、開放性が個⼈のイノベーティブネスに

最も強く影響を及ぼし、外向性がその次に
強い影響を及ぼすことが確認された。

なお、協調性は上で紹介した項⽬にあまり
影響を及ぼさないとされているが、開放的
であり、外向的である個⼈が、同時に協調

的でもあるということはany登録者の⼀つ
の特徴かもしれない。すなわち、創造性を
発揮し新しい事柄をひたすら推進するだけ
でなく、同時に他者の存在を考慮すること
ができるということである。
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次なるステップ：指標開発

そこで、次なるステップとしては、我々が
志向する社会に貢献できる個⼈特性を概念
化し、分析可能な指標に落とし込むことで
ある。このような指標開発を通じて、第⼀
に我々がゴールに向けて前進できているか
を知ることができ、よりよい社会のために
必要なサービスにむけて改善を続けること
が可能となる。第⼆に、指標内容に関連す
る情報を個⼈に提供することで、⾃らの特
性や強みをいかに活かすことができるかの
根拠あるヒントをもたらすことができるだ
ろう。これは、信頼性や妥当性が低いパー
ソナリティ診断が流布する社会の中では、
特に重要であろう。

以上よりany登録者には創造性や起業意
図、イノベーティブネスが⾼く、また起業
した際には⾼いパフォーマンスを発揮でき
るような個⼈が多いことが⽰唆された。こ
のようなビッグ・ファイブ・モデルを通じ
た分析は確かに我々により多くの⽰唆をも
たらしてくれる。

しかしながら、このような性格モデルには
いくつかの⽋点も存在する。ビッグ・ファ
イブ・モデルはあまりに⼀般的であるた
め、特定のゴールや従属変数を考えたとき
に、より具体的で狭い性格特性の⽅が説明
⼒が⾼くなるということが⼀部では指摘さ
れているxv。そのため、特定のゴールを想
定したときには、より具体的な指標を⽤い
ることで、そのゴールに寄与する特性を個
⼈が持つことができているかを正確に測る
ことができるようになる。これは、個⼈の
内⾯の変化をサービスとして提供する主体
にとっては、ある種のKPIとして⽤いるこ
ともできるだろう。
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i. 例えば、『図説 現代⼼理学⼊⾨』を参照されたい。
ii. 例えば最近の研究でも、Moeller, Moeller, & Goethner（2019）は「ビッグ・ファイブ・・アプローチが主要

で最も妥当性が検証された性格に特性アプローチであることを踏まえ、ビッグ・ファイブに着⽬することで性
格特性と情熱の関係性を検討する（Given that the five-factor model (Big Five approach) is the leading 
and best-validated trait approach to personality (John and Srivastava, 1999; McCrae and Costa, 
2008), we examine the link between personality traits and passion by focusing on this Big Five 
level）」と⾔及している。（Obschonka, M., Moeller, J., & Goethner, M. (2019). Entrepreneurial passion 
and personality: The case of academic entrepreneurship. Frontiers in Psychology, 9, 2697.）

iii. APA Dictionary of Psychology, https://dictionary.apa.org/personality
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